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― 地域活性化に、実務家教員は何をもたらすのか ―地域と大学をつなぐ実務教育の可能性地域と大学をつなぐ実務教育の可能性

スケジュール

※各講演のタイトルについては変更の可能性がございます。

学会趣旨 本研究大会は、「地域活性化と実務家教員」をテーマに、地方大学が地域社会の持続的発
展に果たす役割と、実務教育を担う実務家教員の意義や可能性を再検討することを目的と
しています。近年、地域活性化への期待が高まる中、実務家教員は地域の実践知と大学教
育・研究を結びつける存在として注目されています。本大会では、大学の教育機能を「学
生教育」と「リカレント教育」の両面から捉え、実務家教員の役割について多角的に議論
します。基調講演では、宮崎大学のSPARC事業を事例に、地域活性化人材育成における実
務家教員の関与について考察します。分科会では、地方におけるリカレント教育や社会教
育士の役割、会員による自由企画を通じ、多様な実践や研究成果を共有しながら、地域社
会に貢献する大学と実務家教員の新たな在り方を探究します。

■基調講演
大学教育/教養教育（SPARC）×実務家教員
白上 努 氏
（宮崎大学　副学長 教養教育・教学マネジメント・学生支援）
　　　　　　（経歴）
　　　　　　　学位：博士（工学）
　　　　　　　教授（工学教育研究部　応用物質化学プログラム）　　　　　　　教授（工学教育研究部　応用物質化学プログラム）
　　　　　　　副学長（教養教育・教学マネジメント・学生支援担当）
　　　　　　　専門分野：光化学、金属ポルフィリン、人工光合成
　　　　　　　研究キーワード：機能性材料、物質変換反応

■分科会
テーマ①リカレント教育×実務家教員　
佐々木 英和 氏
（宇都宮大学　地域創生推進機構　教授）
　　　　　　　（経歴）
　　　　　　　　現在、宇都宮大学教授、放送大学客員教授、東京大学非　　　　　　　　現在、宇都宮大学教授、放送大学客員教授、東京大学非
　　　　　　　　常勤講師。専門は教育学、特に生涯学習論・教育理論・
　　　　　　　　コミュニケーション理論。教育概念に関する研究を深め
　　　　　　　　るとともに、学びを通じた人間関係づくりを進めたり、
　　　　　　　　自治体の生涯学習プラン策定に携わったりするなど、幅
　　　　　　　　広く実践を行っている。著書に『社会教育経営実践論』
　　　　　　　 （共著）、『人間教育の基本原理』（共著）など多数。

テーマ②社会教育士×実務家教員テーマ②社会教育士×実務家教員
竹本 佳代 氏
（飯野高校コーディネーター）
　　　　　　（経歴）
　　　　　　　宮崎県えびの市出身。県内大学卒業後、都城市の企業勤務　　　　　　　宮崎県えびの市出身。県内大学卒業後、都城市の企業勤務
　　　　　　　を経てUターン。カフェ勤務後、飯野高校で高校コーディ
　　　　　　　ネーターを3年間務める。昨年度、島根大学で社会教育士
　　　　　　　の資格を取得。今年度より、えびの市社会教育課 地域学
　　　　　　　校協働活動推進員として活動中。

テーマ③学会員企画
森 俊輔（社会構想大学院大学 実務教育研究科 研究生）
小泉 雄（社会構想大学院大学 兼任講師）小泉 雄（社会構想大学院大学 兼任講師）
挽野 元（東京都市大学 客員教授）
藤岡 繭（愛知淑徳大学 助教）
松尾 博也（社会構想大学院大学 実務教育研究科 修了生）
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